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140拠点の全てのエンジニア社員 約1700名

CASE STUDY 導⼊例の紹介

TARGET SECTION – 取得対象者TARGET SECTION – 取得対象者

社会システム、⾦融システム、環境システムなどの様々なシス
テムの提案・設計、保守・運⽤のサービスを提供するオムロン
フィールドエンジニアリング株式会社では、多様かつ⾼度に変
化する顧客のニーズに対応するため⼈材育成をスタート

BACKGROUND of Efforts – 取り組みの背景BACKGROUND of Efforts – 取り組みの背景

オムロン フィールドエンジニアリング株式会社
Omron Field Engineering Co., Ltd.

〜 要素技術⼒の強化に向け、
全エンジニアを対象にCompTIA認定資格を必須に 〜

ACTION – 導⼊の認定資格ACTION – 導⼊の認定資格

ネットワーク技術に携わる職種において、
実務上共通して必須なネットワークの構成、
運⽤、トラブルシューティングなどスキルを

・ 事業に特化した技術から
⇒  環境に柔軟に対応できる技術⼒の強化へ

・プラットフォームの再構築
⇒  汎⽤技術をプラットフォームにすることで強化

「既存および将来の事業に共通する汎⽤技術の習得」
をスローガンに！

根幹となる要素⼒を強化

PCやタブレット、モバイルといったハード⾯、オペレー
ティングシステムといったソフト⾯、またプリンターなど
の周辺機器に関連したスキルや知識を評価する認定資格。

サーバーのハードウェアやソフトウェアの構築、
メンテナンス、仮想化、災害復旧やトラブル
シューティング等などサーバー運営上で必要と

PCクライアントの運⽤・管理関連業務に12カ⽉程度経験した際
に持つべきスキルを証明できる。※

はじめ、セキュリティやツールを⽤いたトラブルシューティング
などのスキルを評価する認定資格。※

※世界的に認知される品質規格に準拠しているとし、
⽶国規格協会（ANSI）により、ISO17011/17024に
認定されています。

される知識やスキルを証明する認定資格。クラウド、仮想化の
環境の導⼊が進む中、今後注⽬度が⾼いスキル。

3科⽬の取得を必須に



CompTIA⽇本⽀局
www.comptia.jp

※ 詳細な出題範囲については、CompTIA⽇本⽀局Webサイトに
てご確認ください。
※試験名、名称、会社名は、各社の商標または登録商標です。
※無断複製、転載、引⽤を禁じます。

CompTIA（コンプティア）
CompTIAは、1982年、IT業界の要請から発⾜した
⾮営利の業界団体です。ITに携わる企業や個⼈の
利益を⾼めるため、「教育」、CompTIA認定資格
での「認定」、IT業界の声を反映しIT政策に反映
するための「政策⽀援活動」、IT業界への「社会
貢献」の4つを柱として活動を続けています。
⽶国シカゴ本部を中⼼に世界に10の拠点を持ち、
2001年に⽇本⽀局が設⽴されています。

CompTIA認定資格
1993年より提供開始されているCompTIA A+をは
じめとするCompTIA認定資格は、業界エキスパー
トにより開発され、実践⼒、応⽤⼒を評価する認
定資格として、法⼈を中⼼にワールドワイドで180
万⼈以上に取得されています。CompTIA A+, 
Network+, Security+, CASP, Storage+の認定資格
は、ISO 17011/17024の認定を受け、信頼性の⾼
い認定資格として評価されています。

CompTIA A+

CompTIA Network+

CompTIA Security+

CompTIA Server+

CompTIA Cloud+

CompTIA Mobility+

CompTIA Storage+ powered by SNIA

CompTIA Project+

CompTIA CDIA+

CompTIA CTT+

CompTIA Strata IT Fundamentals

CompTIA Cloud Essentials

ビジネス・コミュニケーション・スキル診断

ACTION– 研修の実施⽅法ACTION– 研修の実施⽅法

現場の声

「CompTIA認定資格の導⼊は、2003年より⾏ってお
り、当初は新⼊社員やIT業務に従事する社員を対象と
していました。近年は、全エンジニアのスキルアップ
ということで、導⼊を決めました。

事業環境の変化や、めまぐるしい世の中の変化に対応
するには、やはり新しい技術を取り込む必要があると
考えています。そして、その⼀つにベンダーニュート
ラルなCompTIA認定資格の取得が有効と考えました。

CompTIA認定資格を取得することで、駅、銀⾏、製
造業といったお客様、そして今後お付き合いさせてい
ただくお客様に対して全国で均質なサービスの提供を
していくことを⽬指しています。」

期待しているエンジニア像は？
『「環境変化に柔軟な技術者を育成する」という
テーマがあります。今までの経験値に頼ることなく、
知識を強固にした上で技術⼒を発揮するエンジニア
を期待しています。』

学習定着率「ラーニングピラミッド」を導⼊

⼈総本部 ⼈事労政部
スペシャリスト 古⽥ 拓 様

能動的な実践的教育として
「OJT」「集合研修」等を導⼊

受動的な知識・技術教育として
「e-learning」等を導⼊↑ Passive

↓ Active

・ e-learningは、静⽌画と動画コンテンツを配信
・ 周知徹底が必要な場合は、コンテンツを作成し

閲覧管理を実施
・ 集合研修は年間計画に沿って実施


